
(57)【要約】

【課題】エポキシ樹脂を主成分とする接着剤において、

適度な割合の珪砂を配合することにより、接着剤のだれ

難さと接着剤を塗布する際の施工性とを両立できるよう

にする

【解決手段】エポキシ樹脂を主成分とする接着剤に対し

て３０重量％以上７０重量％以下、より好ましくは４０

重量％以上６０重量％以下、最も好ましくは５０重量％

以上６０重量％以下の珪砂を配合する。あるいは、ＢＨ

型粘度計により約２３℃の温度条件下で測定した際の粘

度が２８０，０００ＣＰＳ以上５４０，０００ＣＰＳ以

下（回転数２ｒｐｍの場合）または６０，０００ＣＰＳ

以上１１４，０００ＣＰＳ以下（回転数２０ｒｐｍの場

合）となるように珪砂を配合する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 に 対 し て ３ ０ 重 量 ％ 以 上 ７ ０ 重 量 ％ 以 下 の 珪 砂 を 配 合
し た こ と を 特 徴 と す る 接 着 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 珪 砂 の 配 合 割 合 は 、 ４ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 接 着 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 珪 砂 の 配 合 割 合 は 、 ５ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 接 着 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 で あ っ て 、 Ｂ Ｈ 型 粘 度 計 に よ り ２ ３ ℃ の 温 度 条 件 下 で
測 定 し た 際 の 粘 度 が ２ ８ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 ５ ４ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 （ 回 転 数 ２ ｒ ｐ ｍ の 場 合 ） ま
た は ６ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 １ １ ４ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 （ 回 転 数 ２ ０ ｒ ｐ ｍ の 場 合 ） と な る よ う に 珪 砂
が 配 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 接 着 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
プ ラ ス チ ッ ク 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 、 コ ン ク リ ー ト 、 繊 維 強 化 コ ン ク リ ー ト 、 金 属 、 繊
維 混 入 モ ル タ ル 、 お よ び モ ル タ ル の う ち 何 れ か １ の 材 料 ど う し 、 ま た は 、 こ れ ら の う ち 異
な る ２ つ の 材 料 ど う し の 接 着 用 の 接 着 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の う ち 何 れ
か １ 項 記 載 の 接 着 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 に 珪 砂 を 配 合 し た 接 着 剤 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う に 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 に
お い て 珪 砂 を 配 合 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 接 着 剤 で は 、 接
着 剤 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 珪 砂 を ０ ． １ ～ １ ０ ０ 重 量 部 配 合 す る こ と で 、 接 着 剤 の 厚 さ を
適 切 に 調 節 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ８ － １ ８ ９ ２ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 部 材 を 接 着 剤 で 接 合 す る 場 合 、 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 や 接 着 剤 が 硬 化 す る ま で の
間 に 、 塗 布 し た 接 着 剤 が だ れ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 接 着 剤 の だ れ が 生 ず る と 、 そ の 清
掃 は 難 し く 、 美 観 を 損 ね て し ま う こ と に な る 。 ま た 、 本 願 出 願 人 は 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２
０ ８ ０ に お い て Ｆ Ｒ Ｐ 製 の 軽 量 ブ ロ ッ ク を 接 着 剤 で 接 合 し な が ら 組 積 す る こ と に よ り 耐 震
壁 を 構 築 す る 工 法 を 提 案 し て い る が 、 例 え ば こ の よ う な 軽 量 ブ ロ ッ ク を 接 着 す る 場 合 に 接
着 剤 が だ れ る と 、 ブ ロ ッ ク が 動 い て し ま い 、 ま た 、 接 着 剤 の 厚 み を 一 定 に 管 理 す る こ と も
難 し い な ど 、 ブ ロ ッ ク の 部 材 の 組 積 精 度 が 低 下 し て し ま う 。 し た が っ て 、 接 着 剤 の だ れ を
防 止 す る た め に 、 特 別 の 養 生 を 施 す こ と が 必 要 と な り 、 コ ス ト 増 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
接 着 剤 の だ れ を 防 止 し て 以 上 の よ う な 不 都 合 を 回 避 す る う え で は 、 接 着 剤 の 粘 度 が 高 い 方
が 望 ま し い 。 そ の 一 方 、 接 着 剤 の 粘 度 が 高 く な り 過 ぎ る と 、 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 に 大 き な
力 が 必 要 と な り 、 施 工 性 が 悪 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 接 着 剤 に お い て 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が 下 限 の ０ ． １ 重 量 部 に 近
い と 、 接 着 剤 の 粘 度 が 低 い た め 、 塗 布 し た 際 に だ れ が 生 じ 易 く な る 。 一 方 、 上 限 の １ ０ ０

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-263104 A 2004.9.24



重 量 部 に 近 い と 、 接 着 剤 の 粘 度 が 高 く な る た め に 施 工 性 が 悪 化 す る 。 す な わ ち 、 上 記 特 許
文 献 １ の 接 着 剤 は 、 珪 砂 の 配 合 割 合 の 範 囲 が 広 過 ぎ る た め に 、 接 着 剤 の だ れ 難 さ と 塗 布 す
る 際 の 施 工 性 と を 両 立 す る う え で 十 分 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 に 適
度 な 割 合 の 珪 砂 を 配 合 す る こ と に よ り 、 接 着 剤 の だ れ 難 さ と 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 の 施 工 性
と を 両 立 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 接 着 剤 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤
に 対 し て ３ ０ 重 量 ％ 以 上 ７ ０ 重 量 ％ 以 下 の 珪 砂 を 配 合 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 珪 砂 配 合 割 合 は 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 最 も 好 ま し
く は ５ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 で あ っ て 、 Ｂ Ｈ 型 粘 度 計 に よ り ２ ３
℃ の 温 度 条 件 下 で 測 定 し た 際 の 粘 度 が ２ ８ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 ５ ４ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 （ 回 転 数 ２
ｒ ｐ ｍ の 場 合 ） ま た は ６ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 １ １ ４ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 （ 回 転 数 ２ ０ ｒ ｐ ｍ の 場 合 ）
と な る よ う に 珪 砂 を 配 合 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 接 着 剤 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 に 対 し て ３ ０ 重 量 ％ 以 上 ７ ０ 重 量 ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く
は ４ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 、 最 も 好 ま し く は ５ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 の 珪 砂
を 配 合 し た も の で あ る 。 本 発 明 の 接 着 剤 は 、 例 え ば 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ ０ ８ ０ で 提 案
さ れ て い る よ う な 、 Ｆ Ｒ Ｐ 製 の ブ ロ ッ ク を 接 着 剤 で 接 合 し な が ら 組 積 す る こ と に よ り 耐 震
壁 を 構 築 す る 工 法 で 用 い る こ と が で き る 。 図 １ は 、 こ の 工 法 に よ り 本 発 明 の 接 着 剤 を 用 い
て 耐 震 壁 １ ０ を 構 築 す る 様 子 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｒ Ｐ 製 の ブ ロ ッ ク １ ２ を コ ン
ク リ ー ト 製 の 床 １ ４ の 上 の 柱 ４ の 間 に 設 置 し て 本 発 明 の 接 着 剤 で 接 着 し 、 さ ら に 、 そ の 上
に 順 次 ブ ロ ッ ク １ ２ を 積 み 上 げ て 、 上 下 左 右 に 隣 接 す る ブ ロ ッ ク １ ２ ど う し を 接 着 す る こ
と に よ り 耐 震 壁 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 の 接 着 剤 は 、 Ｆ Ｒ Ｐ ど う し の 接 着 お よ び Ｆ Ｒ Ｐ と コ ン ク リ ー ト と の 接
着 に 適 用 す る こ と が で き る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 、 コ
ン ク リ ー ト 、 繊 維 強 化 コ ン ク リ ー ト 、 金 属 、 繊 維 混 入 モ ル タ ル 、 お よ び モ ル タ ル の う ち 同
じ 材 料 ど う し 、 ま た は 、 こ れ ら の う ち 異 な る ２ つ の 材 料 ど う し の 接 着 用 の 接 着 剤 と し て 用
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 接 着 剤 の 実 施 例 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施 例 に よ っ て 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ １ ） 接 着 剤 試 料 の 調 製 と 珪 砂 の 粒 度 分 布
エ ポ キ シ 系 接 着 剤 に 珪 砂 を 配 合 し て 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が 異 な る 各 種 試 料 を 調 製 し た 。 エ ポ
キ シ 系 接 着 剤 と し て 、 市 販 の シ ー カ デ ュ ア Ｗ （ シ ー カ 社 製 ） を 用 い た 。 ま た 、 珪 砂 と し て
は 、 珪 砂 ７ 号 お よ び ８ 号 を 用 い た が 、 以 下 に 示 す 各 種 実 験 結 果 は 何 れ の 号 数 で も 変 わ り は
な か っ た 。 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 、 夫 々 、 珪 砂 ７ 号 お よ び 珪 砂 ８ 号 の 粒 度 分 布 を 重 量
比 で 示 す 。 同 図 か ら わ か る よ う に 、 珪 砂 ７ 号 で は 、 粒 径 １ ０ ６ ～ ２ １ ２ μ ｍ の 範 囲 の も の
が ８ ０ 重 量 ％ 以 上 を 占 め 、 珪 砂 ８ 号 で は 粒 径 ７ ５ ～ １ ５ ０ μ ｍ の 範 囲 の も の が ８ ０ 重 量 ％
以 上 を 占 め て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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（ ２ ） 接 着 強 度 評 価
エ ポ キ シ 系 接 着 剤 に 対 し て 珪 砂 を ４ ０ 重 量 ％ 、 ５ ０ 重 量 ％ 、 お よ び ６ ０ 重 量 ％ を 夫 々 配 合
し た 試 料 に つ い て 、 建 研 式 接 着 力 試 験 機 に よ り 接 着 力 を 評 価 し た 。 こ の 評 価 実 験 は 、 図 ３
に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｒ Ｐ 製 の フ レ ー ム 材 ２ ０ の 表 面 と 鉄 製 の ア タ ッ チ メ ン ト ２ ２ の
表 面 に 、 夫 々 、 試 料 を 塗 布 し て フ レ ー ム 材 ２ ０ と ア タ ッ チ メ ン ト ２ ２ と を 接 着 さ せ た 後 、
両 者 が 破 断 す る 際 の 垂 直 引 張 力 を 測 定 す る こ と に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
表 １ に 、 フ レ ー ム 材 ２ ０ お よ び ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ に 塗 布 し た 試 料 の 各 組 み 合 わ せ に つ い
て 、 試 料 の 塗 布 厚 さ と 破 断 時 の 引 張 力 の 測 定 結 果 を 示 す 。 表 １ に 示 す 何 れ の 条 件 に つ い て
も 、 フ レ ー ム 材 ２ ０ と ア タ ッ チ メ ン ト ２ ２ は 、 フ レ ー ム 材 ２ ０ の Ｆ Ｒ Ｐ 母 材 が 破 壊 す る こ
と に よ り 破 断 し て い る こ と が 確 認 で き た 。 し た が っ て 、 珪 砂 の 配 合 割 合 ４ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％
の 接 着 剤 は Ｆ Ｒ Ｐ を 接 着 す る う え で 十 分 な 接 着 力 を 有 し て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ３ ） 施 工 性 評 価
エ ポ キ シ 系 接 着 剤 に 対 し て 珪 砂 を ４ ０ 重 量 ％ 、 ５ ０ 重 量 ％ 、 ６ ０ 重 量 ％ 、 お よ び ８ ０ 重 量
％ を 夫 々 配 合 し た 試 料 Ｉ ～ Ｉ Ｖ に つ い て 施 工 性 の 評 価 試 験 を 行 っ た 。 評 価 結 果 を 表 ２ に 示
す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ２ ０ 】
表 ２ に 示 す よ う に 、 施 工 性 の 評 価 項 目 と し て 、 ▲ １ ▼ ロ ー ラ ー 施 工 性 、 ▲ ２ ▼ へ ら 施 工 性
、 ▲ ３ ▼ ブ ロ ッ ク 間 の 隙 間 へ の 施 工 性 、 ▲ ４ ▼ ４ つ の ブ ロ ッ ク の 間 の 菱 形 状 の 隙 間 へ の 施
工 性 、 お よ び 、 ▲ ５ ▼ 総 合 評 価 を 、 作 業 者 の 体 感 に 基 づ き 非 常 に 良 好 （ ◎ ） 、 良 好 （ ○ ）
、 や や 良 （ △ ） 、 お よ び 、 不 良 （ × ） の ４ 段 階 で 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
▲ １ ▼ ロ ー ラ ー 施 工 性 お よ び ▲ ２ ▼ へ ら 施 工 性
ロ ー ラ ー お よ び へ ら を 用 い て 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 の 施 工 性 （ 施 工 の し 易 さ ） を 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
▲ ３ ▼ ブ ロ ッ ク 間 の 隙 間 へ の 施 工 性 お よ び ▲ ４ ▼ 菱 形 状 の 隙 間 へ の 施 工 性
上 記 し た よ う に 、 図 １ に 示 す 耐 震 壁 １ ０ を 構 築 す る に あ た り ブ ロ ッ ク １ ２ ど う し を 接 着 剤
で 接 合 す る 。 そ の 際 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ど う し の 接 合 を 確 実 に 行 う に は 、 上 下 ま た は 左 右 に 隣
接 す る ２ つ の ブ ロ ッ ク １ ２ 間 の 隙 間 （ 図 １ に 示 す Ａ 部 ） お よ び 、 上 下 左 右 に 隣 接 す る ４ つ
の ブ ロ ッ ク １ ２ の 間 の 略 菱 形 の 隙 間 （ 図 １ に 示 す Ｂ 部 ） に 接 着 剤 を 充 填 す る こ と が 必 要 で
あ る 。 こ の よ う な ブ ロ ッ ク 間 の 隙 間 へ の 接 着 剤 の 充 填 は 、 ブ ロ ッ ク １ ２ の 各 接 着 面 に 接 着
剤 を 塗 布 し た 後 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ど う し を 押 し 付 け て 横 に ず ら せ た り 回 転 さ せ た り し な が ら
行 う 。 そ し て 、 菱 形 の 隙 間 に つ い て は 、 接 着 面 の 両 端 部 の 接 着 剤 の 量 が 多 く な る よ う に 接
着 剤 を 塗 布 し 、 そ の 部 分 の 接 着 剤 が こ の 菱 形 の 隙 間 に 充 填 さ れ る よ う に す る 。 項 目 ▲ ３ ▼
お よ び ▲ ４ ▼ で は 、 こ の よ う に し て 接 着 材 を 充 填 す る 際 の 施 工 の し 易 さ を 評 価 し 、 接 着 剤
を 各 隙 間 に 充 填 さ せ る の に 大 き な 力 が 必 要 で あ る ほ ど 施 工 性 は 悪 い と 判 定 し た 。 な お 、 隙
間 に 接 着 剤 を 充 填 し た 後 、 接 着 剤 の ダ レ が 生 じ 易 い が 、 こ の ダ レ の 生 じ 易 さ も 合 わ せ て 評
価 し た （ ダ レ が 生 じ 難 い ほ ど 良 好 な 評 価 と な る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
表 ２ に 示 す よ う に 、 試 料 Ｉ Ｉ お よ び Ｉ Ｉ Ｉ （ 珪 砂 の 配 合 割 合 ５ ０ 重 量 ％ お よ び ６ ０ 重 量 ％
） で は 、 ▲ １ ▼ ロ ー ラ ー 施 工 性 を 除 い て 、 ▲ ２ ▼ へ ら 施 工 性 、 ▲ ３ ▼ ブ ロ ッ ク 間 の 隙 間 へ
の 施 工 性 お よ び ダ レ 性 、 お よ び 、 ▲ ４ ▼ 菱 形 の 隙 間 へ の 施 工 性 お よ び ダ レ 性 の 各 項 目 に つ
い て 非 常 に 良 好 （ ◎ ） ま た は 良 好 （ ○ ） の 評 価 結 果 が 得 ら れ て お り 、 施 工 性 の 点 で 、 接 着
剤 へ の 珪 砂 の 配 合 割 合 は ５ ０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ が 最 も 好 ま し い こ と が わ か る 。 た だ し 、
試 料 Ｉ （ 珪 砂 の 配 合 割 合 ４ ０ 重 量 ％ ） で は 、 ▲ ３ ▼ ブ ロ ッ ク 間 の ダ レ 性 お よ び ▲ ４ ▼ 菱 形
の 隙 間 の ダ レ 性 は 劣 る （ 評 価 △ ） が 、 そ れ 以 外 の 評 価 項 目 に つ い て は 良 好 な 結 果 が 得 ら れ
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て お り 、 ブ ロ ッ ク １ ２ の 接 着 に 対 し て 十 分 に 使 用 可 能 で あ る 。 一 方 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が ３
０ 重 量 ％ を 下 回 る と 、 粘 度 が 低 過 ぎ て だ れ が 大 き く な る た め 、 ブ ロ ッ ク １ ２ の 接 着 へ の 適
用 は 難 し い と 判 断 さ れ た 。 ま た 、 試 料 Ｉ Ｖ （ 珪 砂 の 配 合 割 合 ８ ０ 重 量 ％ ） で は 、 粘 度 が 非
常 に 高 い た め に 施 工 性 （ 特 に ▲ ２ ▼ ブ ロ ッ ク 間 の 隙 間 へ の 施 工 性 ） が 悪 く 、 こ れ も ブ ロ ッ
ク １ ２ の 接 着 へ の 適 用 は 難 し い と 判 断 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 よ り 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 に 、 ３ ０ 重 量 ％ ～ ７ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ 重
量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 最 も 好 ま し く は ５ ０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ の 珪 砂 を 配 合 す る こ と で 、 接
着 剤 を 塗 布 す る 際 の 良 好 な 施 工 性 を 確 保 し つ つ 、 塗 布 し た 接 着 剤 の だ れ を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ４ ） 粘 度 評 価
エ ポ キ シ 系 接 着 剤 へ の 珪 砂 の 配 合 割 合 が ０ 重 量 ％ 、 ３ ０ 重 量 ％ 、 ５ ０ 重 量 ％ 、 ７ ０ 重 量 ％
、 お よ び １ ０ ０ 重 量 ％ で あ る 各 試 料 に つ い て 粘 度 お よ び チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 の 評 価 試 験 を 行
っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
評 価 試 験 は 、 容 量 １ ５ ０ ｍ ｌ の ポ リ カ ッ プ に 各 試 料 を 入 れ て 、 Ｂ Ｈ 型 粘 度 計 を 用 い て 温 度
約 ２ ３ ℃ 、 回 転 数 ２ ｒ ｐ ｍ お よ び ２ ０ ｒ ｐ ｍ の 条 件 で 粘 度 を 測 定 す る こ と に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
表 ３ に 、 粘 度 の 測 定 結 果 を 示 し 、 ま た 、 図 ４ に は 、 表 ３ に 示 す 粘 度 測 定 結 果 を グ ラ フ で 表
す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 上 記 の 測 定 試 験 と は 別 に 、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 へ の 珪 砂 の 配 合 割 合 が ０ 重 量 ％ 、 ４ ０
重 量 ％ 、 ５ ０ 重 量 ％ 、 ６ ０ 重 量 ％ 、 お よ び ８ ０ 重 量 ％ で あ る 各 試 料 に つ い て 、 Ｂ Ｈ 型 粘 度
計 を 用 い て 温 度 約 ２ ３ ℃ 、 回 転 数 ０ ． ６ ｒ ｐ ｍ の 条 件 で 粘 度 の 測 定 実 験 を 行 っ た 。 そ の 測
定 結 果 を 図 ５ に 示 す 。 な お 、 ０ ． ６ ｒ ｐ ｍ で の 粘 度 測 定 で は 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が ６ ０ 重 量
％ 、 お よ び ８ ０ 重 量 ％ の 試 料 に つ い て は 、 使 用 し た 粘 度 計 で 測 定 可 能 な 上 限 値 ２ ， ０ ０ ０
Ｐ ａ ・ ｓ を 超 え て し ま い 、 正 確 な 値 は 測 定 で き な か っ た 。
以 上 の 測 定 結 果 か ら 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が 大 き い ほ ど 接 着 剤 の 粘 度 が 上 昇 す る こ と が わ か る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 （ ３ ） の 施 工 性 評 価 の 項 で 述 べ た 通 り 、 施 工 性 の 評 価 結 果 に 基 づ く 珪 砂 の 配 合 割 合 は
、 ３ ０ 重 量 ％ ～ ７ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は 、 ４ ０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 最 も 好 ま し く は
５ ０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ で あ る 。 こ れ ら の 範 囲 を 、 図 ４ お よ び 図 ５ の 粘 度 測 定 結 果 に 基 づ
い て 、 粘 度 範 囲 に 対 応 さ せ て 表 す と 、 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ５ ） フ ロ ー 評 価
エ ポ キ シ 系 接 着 剤 へ の 珪 砂 の 配 合 割 合 が ０ 重 量 ％ 、 ３ ０ 重 量 ％ 、 ５ ０ 重 量 ％ 、 ７ ０ 重 量 ％
、 お よ び １ ０ ０ 重 量 ％ で あ る 各 試 料 に つ い て 、 フ ロ ー の 評 価 試 験 を 行 っ た 。 こ の 評 価 試 験
は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ポ リ 容 器 に 各 試 料 を 入 れ て 、 こ の ポ リ 容 器 を 水 平 な 板 の 上 に 倒 し
、 接 着 剤 が 硬 化 し た 後 、 ポ リ 容 器 ３ ０ か ら 流 れ 出 た 接 着 剤 の 長 さ （ フ ロ ー 長 さ ） お よ び 幅
（ フ ロ ー 幅 ） を 計 測 し て 流 出 容 量 を 算 出 す る こ と に よ り 行 っ た 。 す な わ ち 、 流 出 容 量 が 多
い ほ ど フ ロ ー は 大 き く 、 し た が っ て 、 ダ レ 易 い と 判 断 で き る 。 な お 、 ポ リ 容 器 の 寸 法 は 次
の 通 り で あ る 。
容 量 　 　 ： １ ５ ０ ｍ ｌ
最 大 容 量 ； １ ７ ０ ｍ ｌ
サ イ ズ 　 ： 底 部 外 径 ５ ３ ｍ ｍ ， 上 部 外 径 ６ ６ ｍ ｍ ， 高 さ ７ ３ ｍ ｍ
図 ７ に フ ロ ー 評 価 試 験 結 果 を 示 す 。 同 図 に 示 す 試 験 結 果 か ら 、 珪 砂 の 配 合 割 合 が 大 き い ほ
ど 、 流 出 容 量 は 小 さ く な り 、 し た が っ て 、 ダ レ は 生 じ 難 く な る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 （ ３ ） の 施 工 性 評 価 の 項 で 述 べ た 通 り 、 施 工 性 の 評 価 結 果 に 基 づ く 珪 砂 の 配 合 割 合 は
、 ３ ０ 重 量 ％ ～ ７ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ 、 最 も 好 ま し く は ５
０ 重 量 ％ ～ ６ ０ 重 量 ％ で あ る 。 こ れ ら の 範 囲 を 上 記 の フ ロ ー 評 価 結 果 に 基 づ い て 、 フ ロ ー
長 さ 、 フ ロ ー 幅 、 お よ び 流 出 容 量 の 範 囲 に 対 応 さ せ て 表 す と 、 次 の よ う に な る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 接 着 剤 に 適 度 な 割 合 の 珪 砂 を 配 合 す る こ と
に よ り 、 接 着 剤 の だ れ 難 さ と 接 着 剤 を 塗 布 す る 際 の 施 工 性 と を 両 立 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 接 着 剤 の 適 用 例 で あ る 耐 震 壁 の 構 築 工 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 夫 々 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 接 着 剤 に 配 合 す る 珪 砂 ７
号 お よ び 珪 砂 ８ 号 の 粒 度 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 着 剤 試 料 の 接 着 強 度 の 評 価 実 験 の 様 子 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 接 着 剤 試 料 の 粘 度 測 定 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 結 果 を 示 す 測 定 試 験 と は 別 条 件 で 行 っ た 粘 度 測 定 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 接 着 剤 試 料 の フ ロ ー 評 価 試 験 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 接 着 剤 試 料 の フ ロ ー 評 価 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。 10
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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